


 
 

～講評～ 

１ 小問集合であり、基本的な問題である。 

２ 三角台上の小物体の運動である。問題集によくある設定の問題だが、座標の取り方が 3 種類ある。それぞれの

方向に注意し、誘導に従いながら運動方程式が立てられれば取り組みやすい。 

３ ガウスの法則を用いて、点電荷による電場や、一様に帯電している球による電場の大きさを求める問題である。

また、帯電球の中心からの電場の様子を表すグラフを選択させる設問もある。最後に帯電した導体球による電場

のグラフを選択させ、選択した理由を論述させる設問がある。 

４ 縦波の問題で、時刻 t＝1秒の時の y-x グラフと x＝４㎝の位置での y-t グラフを与えて振幅、波長、周期、波の

伝わる速さを求める設問と、時刻 t=0での波形や x=0での振動の様子を表すグラフを選択する問題である。また、

最後に波の式を求めさせる問題があるが、初期位相が０はないので戸惑う受験生がいたと思われる。 

５ 質量欠損、結合エネルギー、原子核反応の問題である。反応後に生じる原子核や得られるエネルギーなどを求

めさせる問題であり、数値計算が面倒ではあるが教科書にあるような基本的な問題である。 

 

例年と同様、取り組みやすい良題である。数は多いが問題集に載っているようなものがほとんどなので、問題を

見た時に解法がすぐ分かるようにしっかりと演習をしておこう。合格に必要なボーダーは 65%、できれば 70%以上

を目指したい。 

 

 


